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第四圖　ラヅテ摘田子宮

Xに撫・仰ホ・レ聡齢雄力・1す↑臨諜養淋轍覇の翻るの朕くち

　・　　　第五圖ラ，テ摘出子宮　　　　　か子な旺三

際標（×）に可楡液祉附興認るの時刻た示す
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液．分量を及

「りに蒸認可にり’照るするす過ををな以ほ
成何翻し成少少謝るる濾るし加叢るてす
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第六圖　ラッチ摘山子宮

寵標　×に可槍液注入の時刻な示す
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液宮ん硫帯　すご酷共出り分子稠をから沈
ににご化奥意る酸上せ次セ3宮ε以如は’降
は就欲水色酷一上、壷焼ざて酷はなてし有し
填てす素透酸澄を歴る酷酸共し過今活花
著験るを継走象含をに酸鉛春前剰や成．る
な索有用のには左傾至鉛に動記の之．分－看
るす数ひ濾依：先．す潟、り幽曲直著同心をは質
還る重て液てきるし・一澱てし一を解沈は
カに分譲を生の水態夜の臨くの硫決蓮：動
の前はを得し傾を盛夏上露旺方化せを物
存者応報だすこ潟以は置冠せ良法盛ん除論
題は何化りるにて遠せにさごにピε去・面
す去れ鉛今沈依洗心る回るな從な欲し上
る．宮にご沈澱て灘力に酷化れひし・し把無
この含な重は得し器油酸漏り試て濾るカ
ε正有し露頭だ洗を澱鉛的帥験濾液弱な
を規せてひ黄る液用は液性ちす別の液る
知なら除遜色溶及ひ悉を質斯るし一中こ
れるる去液紫液ひてく加をのに濾小にビ
リ運るすを状ご遠’磯鶏え有如露液＝部含を
索動や而各’を翻心薄霧復すき検を分有．民
事を醒し別呈す難しにすこる数液水をせ認
圖漸をてにし
参次：解余前濾
照減決か法別
当弱せ抽のす
にせん出如ゐ
進しビせくに

に更沈新こカの溶取させ
由に着にごを注上りるう
て少せ沈明有．加に硫可果
笏ピ重り澱らすに蒸化らし
離の依のかる由駿水さて
し次て析な成て濃素る然
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第七固　Magnus氏法1＝よリラッテよリ易拙ぜし子宮の蠕動蓮

動々雷かしめつ、可毒液な注類す

門標　 ×に可強液注加時

第八圖南：京鼠摘出子宮

×に穿て可平皿注脚

第九圖　南京鼠熱田子宮

×［工可楡言夜出力n

第一〇圖

×に於て可検液な注入す

　　　　　　　　　　　　　　　　　て重ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　分　を　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　解濾i欠・
　　　　　　　　　　　　　　　　　・し　別・・酷

　　　　　　　　　　　　　　　　　以／し酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　て　充鉛
　　　　　　　　　　　　　　　　　水分沈
　　　　　　　　　　　　　　　　　銀洗重
　　　　　　　　　　　　　　　　　を溝を
×刈撫蹴る榮養液噸換ぜろ時弊示す　除し濾

　　　　　　　　　　　　　　　　　き　忙別
　　　　　　　　　　　　　　　　　把　る　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　る　後帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　後ち　を

　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　洗無
　　　　　　　　　　　　　　　　　効液鉛
　　　　　　　　　　　　　　　　　力　は　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の・濾　な

××に洗離して無毒なる榮徹に轄撫るの噂有液せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　無　に　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　或合濾
　　　　　　　　　　　　　　　　　は　し液
　　　　　　　　　　　　　　　　　強　て　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　弱沈昇
　　　　　　　　　　　　　　　　　を　博学
　　　　　　　　　　　　　　　　　比　ご　液

　　　　　　　　　　　　　　　　　挙挙を
×ンに無毒なる榮養液に轄換ぜるの時々示す．　　別　加．

　ラ。テ摘肝宮　　　　　　照にえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　す前帯・
　　　　　　　　　　　　　　　　　る　法　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　に　に　沈
　　　　　　　　　　　　　　　　　昇傲．降
　　　　　　　　　　　　　　　　　乗　ひ　せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　に　硫　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　由化暗
　　　　　　　　　　　　　　　　　て　水団
×xに無創よる榮養漁聴換ぜるの時を示す沈素色

　　　　　　　　　　　　　　　　　降　を　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　し以沈

／
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第一二圏　南京鼠摘出子宮

’寵標　》ξに可繊液注入の時刻な示す

　　第一三圏　 ラッチ摘出子宮

　　　　　　　　　♪搬・．蘇
　　　灘闘魂叢濃．
　　　　　思＿＿霧羅難
　　　　　ガヒ　難　鷲　麟霧雛霧鍵・
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子去液
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毒血ホ
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運脂性
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早雑宮草　　 をる易．しノレ滅こ宮次しむ色
著物議中上　 懸子くて、にせεは臨む之透
しを縮にに　　め宮溶ア嬉しな．弛張るれ明
く除作含叙第すごに解ノが溶む長緩性もをに
　　　　　　　　　　　　第のを全水し　　　　　　り慰しコす不き用有述一

るも全二種有四た色にご三二にす時解に
ものく離々鍵盤顯．透由を用参翻る棄し酸
には拮のな成参著明丁知を思しこ・のて性
あ敷抗譲る分露な．中析ゑ有如復ご現炭反
ら力性懸盤の　 る性出講す離すご著象酸懸
さ甚の分學精
るた作を的製
へ顯用驕干
し・著を除作
弦に有しに
にしす並並
於でるはて
て最三子本

緊．反　し一　聡慧懇親　に　瞥’を

騒騒忙三分騒動に直達呈
作をる圖は及蓮しきをす
用徴物塑好緊動てす．川今
あし質照く張を三三ひや
る別は三脚三島にし中ア
こ出水に1をすはて和ノレ
こせに反プ消る子回せコ



なを敢文二’　斯
ら有て字ン即の　　 第一四圖猫よリ易拙ぜる子宮’

すす不を鵠ち如
蓋る當弄透前き
し巴なし9記．鍵子芋るすこ碁● P二
宮は上るご色を
の研にに名跡キ
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を末さ’さbのう　　　 第一五圖家兎別出子宮

銑鐘震綴　記標X×1・於て・　・…騨・す

すを的蓮ごに紙ナこ捌きてり動に子析蒸有
る美作則せ含上子るは叢叢の於宮出漁敷
の見用的ん有に宮・に逮な●に頻てにせ濃成
作す就慣もす描に到にる難度も叢り縮分
用る中子解る今年れは水て．を零す聞しの
をの子をに圭せすり純に結興宮．るをて結
有便宮守新要るる斯自民品盛の影寒冷品
しににり奇聞も回し色解性な緊膿液所を
且供与，て警分の縮て針しの・ら張のよに企
吊せし弦抜に，第作得状反物し性如り腰回
をん選にをし一三『た或覆質むを何分難し一
治ε澤出曾て五のるは再を作充を離せ共
電欲的てひ勢至顯結稜結悉用進試しる水
上す偉ナこ奇はを著晶柱品くあしみてに溶
量る大ボ開之掲な性状法測る且た前漸液
謂のな所超にくる物のを集をつる法次を
藥意る以絶ヒ　を質結行し認蠕にの結三
物に作ななス　認は品ふ合め動微如晶度
ご外用りるト　　む復をεし沈運’量くをにら
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のさ元アし氣　　 く版適力に二瀬の　し
試れせ．ノソてを純　 こ出當の悼二し映附て
藥こすコ中吸輝　嘘來な偉戻頁て書　懸
にも叉ホ性引な　 、てる漉す牽復せ記遭
逢時濃・・反せる　せ・改へな’る思判る　す
ふを恩讐．敵すヒ　b歩きるこに彼を割る
て経硫にを、且ス　　・捌をにε懲我見論に
着　る’酸は呈つ　ト第　　修信奉な恋醒　る　週足
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反随は解之色ン節　途羅馬ごてす之於，も
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1’ﾔ霊璽コす稜理　 しめしπしご手圖名
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ら　動ずく結適馳G傲榮三は差に蓮加榮ふナこ
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時塗．畏倒しな相先出に勢即麻ふ物物一るす
　ゆに9にれ勢か端つす澹のち照る撲の精例
しの於すをらに子葉ひ丁丁i剤に殺死場命
て蓮て銀器，し母宮ちて鰭骨を足1；後威1よ
整思子厭てめての子勢を縫勝るは運動骨
導を宮冷其ん勢一峰越帰際ふを工持も推
な現　は　す　周　か戴角　頸　す　入上　る・知　」　績　同　興

る・は定．る邊写す彰管るし部これテ．せし打
－定す期をにあ他界は　ε腹のこ　リノγら　く　1；
期・こ性．防樹勢．製出膀き　中腹な即刷る交よ
性εゴ曾、き着子もす胱は線剥くち醇、戚ウ
のあ醤ρせを亦への二にを動軍をを紳て
蓮り§・つる以恥く下風沿畢物に唱題経は
垂耳ε．迅脂て宮卵：方のひ上の子奨てに交
を此の速肪臓雨巣に腹てし頸宮せ摘劉樋
管現整に組器質に占壁胸早馬のム出す祠・
む象調車織をの近居辮攣りをみも尽る経
にはな養・よ直分幽接しを下て殴を余器刺P．
至殊，る管り接浮せ爾生端墨打摘はの戟器
るに運中切に貼る角す迄澄し’出専自ご械
斯道動の離挾に部にる切る乏しら登な的
し出を撫す持於位分を開搬か他次躍り伸
てせ示垂照すてに岐以す下賜・のの動爲張
写る．す装くる勢於して愛の朦仁方悩めを
中直も置しこ載てて之に一す験法はに來
．液後・のにてこす細左を於部るにに｛映軽し
中のな吊切な而綜右左てをを使用如尊覧
に子り下除くしを雨右眼勢馬跳りしのは
早宮’然す・し之て以側にに戴ちすて或一動
けにれるたに子ての翻胸し早る得は般・跨
る於εこみ附宮之腎野饗此子のナこ微的固
子てもこ臓着席を歯す下にを早る弱抑定
宮之屡第器せ質緊にれ端生野要子ご制の
實を．々二はる’を雪叩はよしてな宮なは際
膿見非五可結際しく内りだ瞬き隣る茨過
のる定理及締損其卵臓興る中動品へ現度
蠕ご期の的織す外集は右小三物のしせに
亭亭養如室をる側に悉耳孔のは大耳ら興
　　の運も島く氣固この絡く肋よ下総にてれ密
動暫旨すに持ε末る露縁り端’て用動動せ



為しるる速よ　回る性理き或蠕如はトを
出或やかかりビけ惟平常蠕は動斯蝉二丁
子はを故に捌撃てふ懲に動キ運躍動ン轄
宮家保なし串ト放にし復蓮モ動宮蓮のせ
を思せbてし一二失之評す動グの運動隔る
以奨さ然且す・ソしれ判るのう旺騨晦定キ
て歴るれ其．るの三三蓮も催ラ盛の盛量モ
す及かご二子掌る動動の進茅ご縫亡をグ
る鶏故’も鷺宮宮疲運亦ε及ンな花な附ラ
實等に動概をに勢動減すひのるをり與ラ
瞼よ此物し用劉の著－弱斯緊煤は下之し茅
にり疑種てひす結ししく張紙二す巴以ン
乱雲問籏整すごる旧くやし呈上倍に共℃の
て出をの正り直な催や℃のに1はに難燃
はし解異な如接b遙あ捨土は五本緊動煤
甚ナこ決なり何のごしり鮮進之解物黒蝿紙
すこるせる加ご作言覧てな・はをに質性緊上
面子んに之な用ふ之早る持描藻用の肇に

　　　　　　　　　　パリ付しそをラ究へ性態の’に得時督す聾し
ごでうの得．・すしのに液一 ｵさに興る’ P践め

す幾・威るテる
即多テ作F操はに
ち陰子一作自は
子標宮様最登暁
宮のになも運多
を霊代ら驚動な∫
言置ふす利をる
出をるしに起實
’し反にてしす里
腹覆マ或てこに
部窪封ウは債ご於
の照メ二五他て
創せの我廉の多
漏り子のな．動く
を家宮成る物は
二兎を績のにラ
合は以異盆比ヅ
し：又てなあ・しク

顯復’にてゐ緊・にこをつ
著蹄鱒通に上職ご凝つ
なし換常至性て：甚覗ぎ
　　　　　　　　　むる七せ躍れ充素すこす寄
充’正る毒る椎よ著る液
進撃の．ドをしり明にを
にな直＆目、て作に或溶
よる後’δ撃’途興しは媒
る蓮に〆軽し1こめて徐ε
大動於にセ同強途々な
なをて轄・る位弱に1こし
る螢往換こ置をは或て
まむ直しごに異其は製
ネに子：始あ於に頂歎．し
ノレ野宮めbけす鮎卸すこ
ギるはて斯るζにのる
1を緊消の書錐達後ヒ
を見張散却桓もす1こネ
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罵るゐ老の得頸丈至る合掌阯懸墨刺なε

1二者材髄角た部．動かごす、聴骨しに戟うき
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の選をて或者㌦は∵の1むは出講際はて適し同
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・状腹ご肉宮を上廻は∫’ご1はに指殴1機の動
態履欲弛角溝，之7双1あ入［子』選打テを子物・
は貸せ鞍のくを・角・互，日§宮径にノヒ央宮を
煙り㌧は容躍る・使謳こド依：問①　ををよを．すは他，
に子未濱尖に訂しての液雪下．り．用る興の
外宮ずこ極端努一せ㌘て・余使にり底昏ひ．こ極目
観，の妊に　を疹・：層，る且一は・．用浸出　ε　迷孚ご　し的

的状娠彪選たに・1』．常に漬し｝し1こ’麻な易に
動態せ大へる順々に早し任て陥忙しく充
物をすにりもきの 新ふ而意上るのピ從用

　　　　　　リ　コの観＝しし幼必す長巡るレ其方を下せて一す
大典てて若要腹さな1もで＿一疋，侯にす些．、る，
小　筋　生　共　獣　に　部　甚・る・’の　日・部乳四・て’家’・こ二・自二・・を

の』�Bにの癒鯛すこ子あ々即身行兎＿駿得
み登に使照し診大宮り新1はに去ε∵騰る
に育適用宮七乳．なにピな憂渉共同”“動さ
依● ﾌ　すに筋特房　る　就錐　る　部、り　法一∴　時共
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て好者せ共妊状以の漸養二離物方　ご子
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早るはる育子に實試反にの除脊．に貼　ては
知者産こ不慣よ験瞼憾土倉め位依　不容
すを後ξ良をり一ヒを遅換紮後にて　規回
る　馬料勘な材開　は逐鈍　しを縦固子’　則．に
こめ日かる馬腹興行こて施切戸宮　 に自
ぎさ．をらこごに層くせな号し聾しを　陥身
重る興すεせ先下りりをてし腹当∫る運．
は可過故多るち宮
すら七にく時、妊：角‘
　す亭亭産は娠を
　而在・も薄爾を選
　．し不適子胎豫ひ

實氷摘次・部出　』㌔動
験室出て’正せ　 ’ごを

成内し層中り　あ起
績に腹を線但　 りす

に貯創逐に一し　爲を



第二六圖【lMa酔鵬氏法によリラッテより摘
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な注上す
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　第ご七三マ’ウス’摘出子宮』．　．
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るをち動二
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に歎中3動
士分ヒ、大物
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騒動『うのこごトく敏・宮一き子
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第二八圖　　家兎よリ別出し†こる子宮

x　ヒスト．昌シ（LOI25gな榮養護IPOα傷Φi＝池入す』

X×第二同渤「、・ヒスhン’e．OI2各
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第三四圖　ラッチ摘出子宮

↓　ヒスト昌ン0．01な加ふ．　　　×0・1％アドレナリン
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第三五圖　ラッチ摘出子営
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　記標　↑1二於てヒストニン　　　注入後四一卜三分の状態　　　注入後五1’八分の状態
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にてレれ末ラ方はきに霜取學こし之をむ
陥樽町．をピ・1法上や電報を的ご・めれ以る
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　たもO内○瓦ら家　減家1琵　に蝿を　し一兎
　衰兎を注にアむを
一　すは水入至ラ早使
　　る深にすらビち用
　をき溶或しアブせ

作當肝脳にき循るに
熱りよ出於を環　遠
をてり開け異のεか
關は子宮るに媒なる
明爾宮に子せ介’きこ
すこ者に罰回るににご
らの弔すに成依あ引
し實する就績てら々
め’

ｱる．實てを作す大



第　三　七　圖　　生盤に於ける不妊家兎子宮
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を分充由用排か持や縫部
戚開満なひ泄にせ固際を
す議する腹せ’腹る騒騒固
る泊る運溢し膣生器六三
かよご動をむ外理ご1す
爲りきの充次に的i共七次
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第三’八圖　生膿に於ける不妊家兎子宮

↑に於てヒスト昌ン（㌔005g

な耳殻静脈内1：注入す

注射後劃卜四分の状態

にる　り物をはは油層しに二二む法ふを育
於ヒ以　を充子皮入て三宮す懸に斯反回’
てス上　充盈宮下を層子き遮る垂よく封度
もト所　盈せのに行宮・三三ご法りし：重の
第』載　せる脚注ふ観れにきは其て量大
三：ンの　 る注垂入園動に慮に初国外蓬小’
六の：方　注射法す入の多用用め動部しに
鋸作法　 射針を而に略少しひ嘗．をに℃慮
三用に　筒の麗しは’ほのた開国五牽旧し
八を撮　 をみふて或』翻るき§倍出：重て
圖括り　之をに皮は定良もに冒にせし二
叉言生　 れ刺先下耳すをの園圃潤る以○
　　　　　　　　　　　　づはす禮　 に入ちに殼る加に国入大子て／
皮るに　接し皮行静をへしN醒し開園三
　　　　　　　　　　　　　下ざ於　合閣下は・脈待たて一輸・てのに○
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場三三：施し盤ごひンふ考・れをせ懸を分
合入す　 せ三水き或のr而案を研し◎垂與銅
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総くす物すて・歴せてり総大に障，素
的経るの喜憂試は施始変量ク痴話
ににを・死しに験心しめすをラを章
産血見因て何を筋だてる用1來に
興野るご此等行’の．る犯にひレし於
をのこ認ののひ麻垂さ筋て．立直て
催昇雌む如憂7ε痺：渡れ蛇行麻て叙
ふ騰もをく歌るをの逮はひ痺反回
しを少得心を成來死にヒだを射せ
胎嚢量す動認績す因呼スる來重る
兜レすを　 静むに温な吸ト實し能か
のの施　止る徴回り中二」瞼てを如

る

も

毫
も

炎

症
を

認．
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學　血管は増せし　三豊はに取物’歌論
表乾をに子のし分観bし子盛る質余を出
あ藥除劉宮止む娩した且宮産にはは登を
う物くすの離るの捻るつにを足素純す促’
或に要る牧をの第れも春樹惹るご粋るす
は關除禰宜促作一ぱの宮し起へ毒なこ此
忘すの縮をす用期實ご筋てレき趨る芒に
測る各作促へあ及験謂自は且最極ヒな於
師並並用すしる第のふ禮謂母少あスく．て
藥験子にご叉へ遠慮をの所最用てト其、上
種は宮よ共宜し期果得緊選に愈愈と歌㌔胎
魚種盛りに娩殊によ入立憲．於のくン態を
あ々血粗大後にビりし性的て約然に全襲
bのに大なの子ス治
並並封なる子『宮，ト療
はにしる出血ロニ磁
化よて解血ア開ンの
學りは剖はト大を効
工て出的’ ｩ生玄奥果
皮　秘密　鍵　ら　1　後用　を
に．らを．直面・蚊に’せ推

窮る知命止に於は隠
事藥防へす．産て陣す●
す理しはる後は痛る．
る學或ボに融融をに
技者はリ至宮作促人
師あ止1る快・用進膿’
あり血プへ復顯・しに
り臨の及し不著分蔵
之束血筋加全ヒに娩て
等家顯腫之のしをも
多あ著にヒ場て李函
数りな因ス合後面“婦
の　衛　る　す　ト’に産　に　の

業生もる二慮昏乱陣
蹟・學の　か　ン’用　に経痛

に者あ如のす在過微
付あるき詰るりを弱
でうへ大梢ざて短に
正理し出血き胎縮劃

　をのは八．も’關くす
充血何分毫す季然
農用等のもる毒し

　しをの」蜜豆にて
之有孔に毒多立命

しかレむもをななの
必之ぺ達起るら如
然にきせす動ずき
の由中さに物叉用
結て毒る足實局量
果妊症少ら仁所に

　ε娠朕量さ的に在
　しせををる成炎．り
　てる登庸爾脳症て
露虫せて蓬ををは
昔物さ妊に基立憲

　をにる娠微礎む髄
催於實せ．量ごるは

　して蹟る例しこ固
，流’はに動へてごよ
産子鑑物ば之なり

　を宮みは致をし何
惹のヒ，謡曲按　鎚
起蠕スざ的す　の

　す動ト必轄’る　中
　るを二然蹄に　…毒
　に壇ン的を本症
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か心心今ε實を馬素ら昼前山窟はのせる
其の用新は験以を上すぜら動な素ある鋼
の理す藥危のて経の固ら畠物るより．時断
断論るの瞼正直さ基よるし翻意b然其を
定的に密な當般る論り所で心志経も良下
せ根室見るなのもは動謂其的を瞼豆果．し
る撮りせこる疾の恰物藥業精有的等を以
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て果すて
噌な然其
時b．も権
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をし出る
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せ面すに
る，験し一
新結て時
春心葬的
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理到去る、
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的にるり、
根誤は共
櫨り何の
にあの回

りをにちに雨露宮‘をあ物す
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やこ唯用す’債喧しらせしし容
新ε’漫ふ可値はて・妓んで而易
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治理は的療す’せる二にるあ三
島島島精上る．んをン非をb・し
をに’間細にもこ認にす知ε又
施關のな於のしめ就んる云は
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可る就匹能之ε非果も「ン合ひ査ヅを
ら・成き蓋はかしすしのの併てしえ際
す分一〇す生でしてあ原土は之家め
るを小自甚理工て堕b植：を濁に裏ら
子含實らし・聡く全心ε物起b由滞る
三管瞼深き効可くの聞のさ撃て及る
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　病述ら其交二黒てを・す怨書疑用に無
畜をのる製を曾て軍得遮るひをひひ男親
に圖如、渕想は偲り忙菓も能i基・常㌧ら．け，す
反りしに何二七ふ妊り余のは礎にるる可
し之量至れし分に真面はこさご嘲、藥ら
ヒににbも且ノ嘗せしほするし笑草物さ
ス由此て生つ一でるてほ　念てに根療る
トての・よ藥は1内動精つ
二期了う三余入受物細き
ン待ぎ弦有は分旦になの
ハせ藥國にの自ノ三於る研
古る物三作ら一六て藥歯
面良を百用最ご弄は物に
民果以二に近な公二士無
間、をて十授精り表兇的ち
に二面品品瞼罪しの實て
於け輩．牟せし年て娩七一
て得ののるて黒日二成の
堕る慣二三其内くを黒化
胎ご用霜舩結に．褒誉に學
のせすをに果於角し微的
目んる痙偲をて●を黒し純
的や慮てひ公ぽ貯はて粋
に；其方．古至芸最ふ堕毒な
二言にきるせ初る偽性る
丸面撮歴青るのこ・を忘物
せ．論り・史はか十ご惹め質
る々唯を子二五・一起で子
鼠出語二宮く・分年せ寡ぢ
物声遣す緊盆ノ冒しぐ命
をに摸る縮○一門む且名
原堪放置の禾ににるづす
料’へ鮎子’ ｼ邦減しの副る
ε、さ一 ﾉも競市すて上作堅
しる投今：ご販ご子用用の
て庭藥にしφ笹野あをヒ
抽なし．於て褒ふにる登ス
出む以て汎角氏劉をせト
し’では用並のす認す二
たい治上巷に論るむじシ．

　を成型木工も
　懐・れし皮のの
　くる敢の至あ
　に所へ多重り
　至謂てくな一海
’れ民顧はる．草
’　b間み傳物中
　此樂る設質．に
　ののも的．に．ヨ
　如絡の効属’1
　きてに零すト
　はをあ』誇1從あ
　先悉1ら’張解り
　輩1く．さ・にのキ
　管掌』り朱経ナ
　半眼・・しす験．皮
　のなかる’は．中
　研き偶も尊に
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　實の本こす二
　蹟ご草しへ1
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　穿て研は然あ
　し直究謂れり
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　も　に　よ　虎　も　し・
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　々を古学は爾
　信葬即効同者
　念り幾の今共
　を去多事樹に
　強るの實民現
　く　に経を・間今
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